積極的支援レポート（動機付け）の入力ガイダンス
2010.02.18
１．オリジナル入力用エクセルファイルを開いたら、ファイル名をつけて保存してください。入力用のオリジナルファイルは何も入力しないで保存しておくことをお勧めいたします。

２．このエクセルにはマクロが設定されています。エクセル2007で開いた場合は、そのままマクロを実行しますが、エクセル2003の場合はマクロを実行するか聞いてきますので、「マクロを実行する」を選択してください。
３．マニュアルという名前の入力テスト用のファイルには各セルにコメントが付いています。参考にしてください。
４．A列に番号１、２とありますが、「１」「２」のそれぞれ１３行が保健指導対象者一人の情報となります。
５．黄色のマーカー部分はドロップダウンリストを設定している項目です。セルをクリックしてドロップダウンリストを出して、該当するものを選択してください。
６．「複数」となっているもの（実施者、内容、備考）は複数選択できます。

例えば実施者で医師と保健師と管理栄養士を選択したい場合は
①セルをクリックしてドロップダウンリストを出します。
まず、１の医師を選択してから、横の複数ボタンをクリックします。
③そうすると、リストが出てきますので、医師、保健師、管理栄養士の3つを選択してください。ただし、3つまでしか選択できません。　　　

７．F15のように「その他の理由」となっているところは、例えばF14その他を選択した際に記入していただく項目です。言葉を記入していただけるようになっています。

８．E17-20のオレンジのセルは体重、腹囲等の数値を入力する項目です。初回F列とR列6ヶ月後の評価の部分は報告書とXMLファイルの書き出しに反映されます。

９．E14　G)備考となっているところは、保健指導の成果に影響すると思われる保健行動を継続する上での阻害要因を記載してください。
１０．R8の6ヶ月後の評価の日時（YY/MM/DD）を記載しないと報告書及びXMLファイル出職に反映されません。できるだけこの部分は記載してください。

１１．T8の目標は項目を選んでください。追加したい情報、例えば「体重」を選択して、さらに６㎏、１０㎏などといった数値を記入したい場合は、T10のその他の内容の部分に記載してください。
１２．V8の（目標変更後）は７の目標を変更した場合に記載してください。変更月日（V10）、変更理由（V12）も入力してください。

１３．行動計画は、目標を達成するための具体的な計画です。行動計画１・２は初回計画用です。行動計画３－５は変更あるいは追加用です。行動計画３－５を記入する際は変更月日や変更理由を記載してください。

１４．T列からAG列までの１６行目は、行動目標や行動計画の達成状況をドロップダウンリストより選択してください。「できた」「だいたいできた」などには厳密な範囲はありません。各機関で判定してください。

１５．AH自由記載欄は書きとめておきたいことを何でも記載してください。

１６．３０人までの情報がこのファイル１枚に入ります。３１人以上は入力できません。３０人を超える場合は、３０人の時点でファイル名をつけて保存し、新たなファイルを作成してください。

１７．入力が終了し、XMLファイルの出力をしたい場合はファイルの右上（AI列付近）のXML出力のボタンを押してください。別ファイルでXMLファイルを作成します。また報告書（厚生労働省発表に準拠）の必須報部分（８　実施体制表（委託事業者）を除く）を打ち出せるようになっていますので、報告書が必要な場合はAE部分の報告書出力を押してください。また、いわゆるエクセルの表に出力したい場合はCSV出力を選択することで別ファイルにCSVデータが出力されます。
１８．グレーの部分は記入不要の部分です。

１９．このファイルは自由に使っていただけます。お問い合わせは下記までメールをしてください。
連絡先　国際医療福祉大学小田原保健医療学部　荒木田美香子　
　　　　arakida@iuhw.ac.jp　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責　荒木田）
